
骨粗鬆症患者への自己注射指導 

阪南中央病院実習生 

大阪大谷大学 儀武 桃 



患者情報 

89歳 女性 44.1kg  

既往歴 骨粗鬆症、関節リウマチ、甲状腺機能低下症、高血圧、
高脂血症、高尿酸血症、不眠症 

6/9 左大腿骨転子下骨折 

6/10 観血的整復固定 

 

 

6/11～持参薬アレンドロン酸錠35mg中止、PTH製剤（テリパ
ラチドBS皮下注キット600μg）開始 

PTH開始時の検査値 

6/9 Ca:10.3mg/dl（Alb:3.7g/dlから補正 基準値8.8~10.1mg/dl）  

    eGFR:27.10mL/min/1.73㎡（基準値60mL/min/1.73㎡~） 

服用中の薬 
 
フェブキソスタット錠20mg 1日1錠 朝食後 
イグラチモド錠25mg 1日2錠 朝夕食後 
リマプロストアルファデクス錠5μg 1日3錠 毎食後 
イコサペント酸エチル600mg 1日3包 毎食後 
ニトラゼパム錠5mg 1日1錠 寝る前 
アタラックス錠10mg 1日1錠 寝る前 
アムロジピンOD錠5mg 1日1錠 朝食後 
カンデサルタン錠4mg  1日1錠 朝食後 
フェキソフェナジン錠60mg  1日2錠 朝夕食後 
アトルバスタチン錠10mg  1日1錠 朝食後 
アルファカルシドール0.25μg  1日2カプセル 朝食後 
チラーヂンS錠50μg  1日2錠 朝食後 
レバミピド錠100mg  1日2錠 朝夕食後 
ピリドキサール錠10mg  1日3錠 毎食後 
ビタノイリンカプセル25  1日3カプセル 毎食後 
エンペラシン配合錠 1回1錠 しんどい時 



骨粗鬆症治療薬の分類 

アレンドロン酸錠35mg 

テリパラチドBS皮下注キット600μg 

アルファカルシドールカプセル
0.25μg   



骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン 2015年版より 

 

 

 

骨吸収の抑制 

骨形成の促進 

骨吸収抑制薬と骨形成促進薬との併用効果はなし 

腎不全時の使用は
回避する 



骨粗鬆症治療薬の選択 

⇒ アレンドロン酸錠35mgからテリパラチドBS皮下注キット600μgへ変更 

アレンドロン酸錠35mg「VTRS」添付文書より 



7/9 自己注射見学（テリパラチド開始1か月後） 

 

新しい注射器に切り替えるタイミングで、空打ちの操作を看護師と実施。 

 

注射部位については、持田製薬の
「テリパラチド・ダイアリー」を用いて、        
その日の日付と注射部位を自身で記
録、打ち忘れや注射部位の重複がな
いようにされていた。 



7/9 自己注射見学（テリパラチド開始1か月後） 

 

◎:簡単にできる 〇:できる  
△:難しい ×:できない 

空打ち、廃棄・保管方法などの項目
に×印がついており、理解が不十分 

注射手順チェックリスト 



7/10 自己注射練習（練習用キットを用いての指導） 

S：もう慣れてきて出来るようになってきたわ。 
    足腰が痛くて注射する時に座る椅子に移るのが大変。 
     お腹に刺さず薬液出すのが空打ちね。 
O：骨粗鬆症薬 アルファカルシドール0.25μg 1日2錠 朝食後 
           テリパラチドBS皮下注キット600μg 1日1回  
           看護師見守りで自己注射 
   検査値 7/1 Ca 10mg/dl 7/8 Ca 9.5mg/dl 
A：自己注射は手技を理解し、消毒をこまめにするなど衛生面に 
     気を付けて行えている。 
     手技の理解度良好 
   血清Ca濃度はやや高値だが症状の訴えは無し。 
P：新しい注射器になったら正常に注射を行うため空打ちを行うこと 
   を指導、手技を確認 
   また、退院後の使用済み注射針の廃棄方法は口頭で説明。 
   テリパラチド、アルファカルシドール併用のため 
   高Ca血症に注意 
   検査値は横ばいのため引き続き患者の様子を観察 

使用済みの注射針の保管、
廃棄について、退院後も継
続して覚えてもらえるか不安
が残る 



現状の問題点と課題 

① 現段階では看護師見守りで自己注射、ごみの廃棄、注射器の管理などは看護師が
行っている また、パンフレットは字が小さく読む気になれない、とのこと 

 

   患者様は1人暮らしであるため、注射の準備から廃棄までの流れの正しい理解が必要 

② テリパラチド皮下注の投与期間は24ヶ月となっており、使用期間が長くなる 

 

   自己注射キットに不具合が起きた場合の対処や、退院してから起こるような遅発性の 

   副作用を知っておく必要がある 



改善策（資料作りの工夫） 

退院後の注意点、阪南中央病院の情報を
大きい文字で資料化 

視覚的に分かりやすいように図を貼り付け 

患者様が行うべき行動は色を付け、強調 

困ったこと→行うべき行動→してもらえることの順序で3点記載 

「阪南中央病院に電話」だけでなく電話番号、診療科を記載
することで具体的な行動につながる 

 

テリパラチド BS皮下注キット 

使用中の患者さんへ 

退院後の注意点 

・使用済みの注射針は中身の見える、 

フタが出来て針を通さない入れ物にいれて保管してください 

たまったら自宅で捨てずに使用済み注射器本体と一緒に 

医療機関へ持ってきてください 

医療機関で処理します 

 

・不具合があり注射が出来なくなったとき 

・注射針が足りなくなったとき 

阪南中央病院 整形外科（072-333-2100）に 

電話してください 

新しい注射器本体、注射針をご用意します 

 

・吐き気、頭痛、のどの渇き、多尿などの症状が出たとき 

阪南中央病院 整形外科（072-333-2100）に 

電話してください 

医師や薬剤師に相談してください 

 

阪南中央病院 薬剤科 

実習生 儀武 桃 



7/16 作成した資料について説明 

口頭で説明したこと 

・注射器本体の廃棄は市町村の指示に従って自宅でもできます 

・副作用で例に挙げている症状は主に高カルシウム血症の初期症状であり、患者様はアルファカルシドールを併用し
ているため発生する可能性が高くなっています 

患者様の反応 

「ここ（電話番号）にかけて整形外科につないでもらったらいいのね」 

「自宅に持って帰るので退院するまでに汚したり紛失したくない、ファイルに入れて欲しい、困ったときはこの紙見ます」 

「カルシウム値が上がったらこんな症状が出るのね、様子見ておきます」 

文章に書いてあることを復唱してくださり、理解してもらえた様子 



まとめ、感想 

今回達成したこと 

・患者さんと何度もコミュニケーションをとるうちに、自己注射の方法や退院後のQOLの維持のための課題を
見つけ、改善に向けた資料を作成してお渡しすることが出来た。 

 

感想 

・退院後の手技など、入院中に行った指導について継続した評価は病院薬剤師では難しい。退院後の外来
受診、薬局での服薬指導などで自己注射が引き続き正しく行えているかを確認していくことが必要だと感じた。 

・連携のためには病棟業務で行ったお薬手帳ラベルや指導記録の記載が重要になってくることが分かり、実習
期間中日々行ってきた病棟業務とのつながりを確認することが出来た。 



参考資料 

日本骨粗鬆症学会 Japan Osteoporosis Society (josteo.com) 

持田製薬株式会社 (mochida.co.jp) 

テリパラチドBS皮下注キット600µg「モチダ」 (japic.or.jp) 

健康と薬の情報｜ORGANON (organon-contact.jp) 

アレンドロン酸錠35mg「VTRS」 (pmda.go.jp) 
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